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■ 

沿
岸
部
の

　 

農
地
復
旧
状
況

　
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
※
沿
岸
８
市
町
村
の
農
地
の
復

旧
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
復
旧
対
象
農
地
面
積
６
８
３
㌶
の
う
ち
、
平
成
28
年

１
月
末
現
在
で
４
７
１
㌶
の
復
旧
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
災
害
復
旧
と
併
せ
て
区
画
を
広
げ
る
圃
場
整
備
事
業

が
展
開
さ
れ
、パ
イ
プ
ラ
イ
ン
用
水
を
備
え
た
大
区
画
圃
場

（
20
～
40
㌃
）が
整
備
さ
れ
た
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　
県
内
最
大
の
復
旧
対
象
農
地
を
有
す
る
陸
前
高
田

市
小
友
地
区
は
、地
盤
沈
下
が
発
生
し
、大
規
模
な
盛
土

（
96
万
立
方
㍍
）が
行
わ
れ
、平
成
26
年
か
ら
作
付
け
が

始
ま
って
い
ま
す
。

　
現
在
、か
さ
上
げ
工
事
な
ど
で
使
用
す
る
土
砂
の
仮

置
き
場
な
ど
に
な
っ
て
い
る
地
区
で
は
、工
事
完
了
後
に

農
地
復
旧
の
工
事
着
手
が
予
定
さ
れ
て
い
て
、市
町
の
土

地
利
用
計
画
と
の
調
整
に
基
づ
い
て
、着
手
可
能
な
農
地

か
ら
順
次
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※
沿
岸
８
市
町
村
＝
野
田
村・岩
泉
町・宮
古
市・山
田
町・大
槌
町・釜
石
市・

大
船
渡
市・陸
前
高
田
市

■ 

牧
草
地
の
除
染

　 （
原
発
放
射
線
影
響
対
策
事
業
）

㊤箱根山から見た陸前高田市小友地
区。震災では津波により全てががれきに
覆われた
㊦震災から２カ月。がれきを片付け復興
への第一歩を踏み出す

東
日
本
大
震
災
︱
︒
あ
の
と
き
の
記
憶

は
鮮
明
に
残
っ
て
い
ま
す
︒
沿
岸
部
で
は
︑

か
さ
上
げ
工
事
や
高
台
移
転
に
向
け
た
工

事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

大
型
の
ダ
ン
プ
カ
ー
が
何
台
も
走
り
︑
赤

茶
色
の
土
が
屋
根
よ
り
も
高
く
積
ま
れ
︑

震
災
前
の
街
並
み
の
面
影
を
探
す
の
も
難

し
い
ほ
ど
で
す
︒

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
抱
え
る
な
か
︑
復

旧
工
事
は
進
み
︑
農
業
も
復
興
へ
の
歩
み

を
進
め
て
い
ま
す
︒
あ
の
日
か
ら
５
年
︒

震
災
か
ら
の
復
旧
状
況
を
紹
介
し
ま
す
︒

㊤箱根山から見た陸前高田市小友地

農
業
分
野
に
お
け
る

復
旧
状
況

一
歩
ず
つ
前
へ

一
歩

前
へ

震
災
か
ら
５
年  

復
興
へ
の
歩
み

特
集
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県
産
牛
乳
及
び
県
産
牛
肉
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

の
、牧
草
地
の
除
染
は
完
了
し
て
い
ま
す
。

■ 

営
農
再
開
に

　 

向
け
た
活
動

　
農
地
や
施
設
、農
業
機
械
の
流
失
に
よ
り
、個
人
で
の

営
農
再
開
は
難
し
い
と
営
農
を
断
念
す
る
農
業
者
は
多

く
、組
織
的
な
取
り
組
み
に
よ
る
営
農
体
制
作
り
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
営
農
再
開
に
向
け
て
各
地
域
で
話
し
合
い
が
重
ね
ら

れ
、
組
織
化
、
法
人
化
を
果
た
し
た
団
体
も
多
く
あ
り

ま
す
。

　
宮
古
市
で
は
ソ
バ
、野
田
村
で
は
カ
モ
ミ
ー
ル
な
ど
、地

域
ぐ
る
み
で
新
し
い
作
物
の
栽
培
に
挑
戦
し
て
い
る
地
域

も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、陸
前
高
田
市
で
は
復
興
交
付
金
事
業
に
よ
り
、

大
規
模
園
芸
施
設
を
整
備
。株
式
会
社
Ｊ
Ａ
お
お
ふ
な
と

ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
に
管
理
運
営
を
委
託
し
、ト
マ
ト
や
イ
チ

ゴ
栽
培
に
取
り
組
み
、ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■ 

今
後
の
計
画

　
岩
手
県
で
は
引
き
続
き
復
旧
工
事
を
進
め
て
い
き
ま

す
が
、今
後
も
地
域
の
課
題
を
共
に
考
え
、解
決
し
な
が

ら
、営
農
再
開
の
喜
び
を
早
期
に
実
感
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
参
考
：
岩
手
県
・
平
成
28
年
２
月
発
表
資
料
等
）

仮設住宅での生活は続いている
（平成27年9月）

震災後、初めての稲刈り（平成23年10月） ボランティアによるがれき撤去作業
（平成23年5月）

【野田村新山】平成２４年には復旧工事が完了。
その後、区画整理が行われ、作付けの再開が始まった

【野田村新山】津波で冠水。がれきや流木に覆われた

【陸前高田市小友】平成26年に営農を再開 【陸前高田市小友】津波で全てが流失。がれきに覆われた

農
地
復
旧
の
様
子

一歩ずつ前へ 震災から５年  復興への歩み特集
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「ボランティアは助かりました。交流
は続いていて研修や視察に多くの方
が訪れます」と石川組合長

昨年の収穫作業。小友地区は約１㍍沈
下した地盤を２㍍かさ上げし、５～20
㌃だった区画を20～50㌃に拡大した

【
陸
前
高
田
市
】

土
壌
改
良
を
進
め
、

収
量
安
定
を

サ
ン
フ
ァ
ー
ム
小
友

石い
し

川か
わ

満み
つ

雄お

さ
ん（
₈₁
歳
）

●
経
営
内
容
：
水
稲
₇₈
・
８
㌶
︑
大
豆
９
・
７
㌶
︑
タ

マ
ネ
ギ
₆0
㌃
︑
ニ
ン
ニ
ク
₃0
㌃

　
地
域
一
帯
が
が
れ
き
の
海
と
な
っ
た
陸
前

高
田
市
小
友
地
区
で
は
、
住
宅
、
農
地
、
農

業
施
設
、
農
業
機
械
の
全
て
が
流
失
。
が
れ

き
撤
去
が
始
ま
る
中
、
農
業
者
か
ら
は
「
農

業
ど
こ
ろ
で
は
な
い
」
「
高
齢
だ
し
、
こ
れ

を
機
に
農
業
は
や
め
る
」
と
い
う
意
見
が
７

割
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　
個
人
営
農
に
限
界
を
感
じ
、
営
農
再
開
を

断
念
す
る
農
業
者
が
増
加
す
る
中
、
営
農
組

合
員
が
中
心
と
な
っ
て
説
明
会
や
相
談
会
を

開
き
、
粘
り
強
く
説
得
。
平
成
26
年
３
月
、

新
た
に
農
事
組
合
法
人
「
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
小

友
」（
石
川
満
雄
組
合
長
、
組
合
員
数
３
２
８

人
）
を
設
立
し
営
農
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
約
86
㌶
の
農
地
復
旧
事
業
に
伴
い
、
圃
場

の
大
区
画
化
を
導
入
し
、
作
業
の
効
率
化
を

図
り
ま
し
た
。
同
市
が
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め

る
水
稲
「
た
か
た
の
ゆ
め
」
や
大
豆
、
新
た

に
飼
料
用
米
や
タ
マ
ネ
ギ
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど

の
栽
培
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
仮
設
住
宅
の
住
民
か
ら
「
作
付
さ
れ
た
田

ん
ぼ
を
見
る
と
元
気
が
出
る
」
「
癒
さ
れ

る
」
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
「
農

業
を
再
開
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
石
川

組
合
長
は
話
し
ま
す
。
「
全
て
の
設
備
が
整

う
ま
で
に
は
ま
だ
ま
だ
。
と
に
か
く
農
機
具

を
揃
え
な
い
と
」
と
も
話
し
、
今
後
に
つ
い

て
は
「
土
壌
改
良
を
進
め
、
米
の
収
量
安
定

と
野
菜
の
栽
培
面
積
を
増
や
し
て
い
く
。
酒

米
の
栽
培
や
６
次
産
業
に
も
挑
戦
し
た
い
」

と
話
し
、
新
た
な
雇
用
の
場
と
な
れ
る
組
織

作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

営
農
再
開
へ

震
災
で
被
災
し
た
田
畑
を
復
旧
し
︑営
農
を
再
開
し
た
農
業
者
た
ち
︒

再
開
に
は
︑周
囲
の
支
援
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
︒

一
歩
ず
つ
前
へ
進
む
農
業
者
た
ち
の
声
を
紹
介
し
ま
す
︒

4

地盤が安定せず、ほ場のぬかるみに
田植機がはまりトラクターで救出

「面積を増やし、おいしい米を作って
いく」と話す鹿糠沢さん（右）と外館
副会長

【
宮
古
市
】

縁
を
大
切
に

イ
チ
ゴ
栽
培
に
取
り
組
む

農
園「
夏
い
ち
ご
」

花は
な

坂さ
か

成な
る

実み

さ
ん（
55
歳
）

●
経
営
内
容
：
イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
２
棟
（
７
・
５
㌃
）

　
「
圃
場
を
契
約
し
た
翌
日
に
震
災
が
発
生

し
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ
た
」

と
話
す
の
は
、
宮
古
市
藤
畑
で
四
季
成
り
性

イ
チ
ゴ
「
す
ず
あ
か
ね
」
の
高
設
養
液
栽
培

に
励
む
花
坂
成
実
さ
ん
。
「
漁
業
だ
け
で
な

く
、
農
業
で
も
宮
古
を
支
え
た
い
」
と
い
う

強
い
思
い
で
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
就
農
を
決
意
し
、
北
上
市
の
有
限
会
社
北

一
農
で
イ
チ
ゴ
栽
培
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
な

ど
、
準
備
を
進
め
る
な
か
で
震
災
が
発
生
。
借

り
た
農
地
が
津
波
に
よ
っ
て
崩
壊
し
ま
し
た
。

　
同
社
や
株
式
会
社
水
沢
農
薬
な
ど
の
支
援

に
よ
り
、
１
年
後
の
４
月
、
定
植
に
た
ど
り

着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
塩
害
を
受
け

な
い
高
設
栽
培
で
現
在
は
ハ
ウ
ス
２
棟
、

４
４
０
０
株
を
栽
培
。
繁
忙
期
は
パ
ー
ト
３

人
を
雇
い
、
昨
年
の
収
量
は
就
農
１
年
目
の

約
３
倍
で
３
㌧
弱
と
、
生
産
技
術
も
収
量
も

着
々
と
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

　
花
坂
さ
ん
は
「
た
く
さ
ん
の
支
援
に
よ
っ

て
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
た
。
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
期
待
に
応
え
る
た
め
に

も
、
途
中
で
や
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」

と
力
強
く
話
し
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
「
支
援
し
て
い
た
だ
い

た
方
た
ち
と
の
『
縁
』
を
一
生
大
切
に
し
て

い
き
ま
す
。
人
と
の
繋
が
り
が
動
力
で
す
」

と
話
し
、
今
年
の
定
植
に
向
け
て
準
備
を
進

め
ま
す
。

【
野
田
村
】

地
域
の
農
地
を
守
る

や
る
し
か
な
い

宇
部
川
フ
ァ
ー
ム

鹿か

糠ぬ
か

沢ざ
わ

津つ

嘉よ
し

さ
ん（
54
歳
）

●
経
営
内
容
：
水
稲
20
㌶

　「
ど
う
に
か
し
て
復
旧
し
な
け
れ
ば
と

思
っ
た
」
と
、
震
災
直
後
を
振
り
返
る
野
田

村
の
鹿
糠
沢
津
嘉
さ
ん
。
専
業
農
家
と
し
て

水
稲
10
㌶
、
ハ
ウ
ス
で
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
15
㌃

を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
が
、
水
田
５
㌶
が
津

波
に
よ
る
が
れ
き
や
冠
水
で
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

　
同
村
で
は
復
旧
工
事
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
進

み
、
鹿
糠
沢
さ
ん
は
翌
年
か
ら
10
㌶
の
作
付

け
を
再
開
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
は
区
画

整
理
工
事
の
た
め
休
耕
し
、
生
産
仲
間
６
人

で
農
事
組
合
法
人
「
宇
部
川
フ
ァ
ー
ム
」
を

設
立
。
関
係
機
関
を
通
し
て
放
棄
地
を
借
り

る
な
ど
し
て
、
20
㌶
の
水
田
で
作
付
け
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
工
事
後
の
水
田
は
、
石
が
多
か
っ
た
り
、

ぬ
か
る
ん
で
機
械
が
思
う
よ
う
に
動
か
な

か
っ
た
り
、
休
耕
し
て
い
た
た
め
養
分
が
多

く
て
稲
の
成
長
が
良
く
、
倒
伏
す
る
と
い
う

苦
労
も
あ
り
ま
し
た
。

　
同
組
合
の
外と

館だ
て

保や
す

人ひ
と

副
会
長
（
65
歳
）
は

「
震
災
と
区
画
整
理
で
２
年
間
作
付
け
が
で

き
な
か
っ
た
方
も
い
て
、
そ
の
中
で
気
力
が

な
く
な
り
、
営
農
再
開
を
断
念
し
た
方
も
い

ま
す
」
と
話
し
、
後
継
者
育
成
も
重
要
課
題

と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
「
今
春
に
は
区
画
整
理

が
完
了
す
る
の
で
栽
培
面
積
を
50
㌶
に
増
や

す
予
定
」
と
鹿
糠
沢
さ
ん
。
「
昨
年
の
経
験

を
踏
ま
え
て
、
施
肥
量
や
水
分
管
理
な
ど
を

調
整
し
、
良
質
な
米
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

と
に
か
く
や
る
し
か
な
い
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「イチゴ栽培を通して、地域住民と
の交流が生まれれば」と花坂さん

根
は
り
を
よ
く
す
る
た
め
の
耕
運
作
業

一歩ずつ前へ 震災から５年  復興への歩み特集
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平
成
27
年
度
は
４
月
の
強
風
や
10

月
の
台
風
23
号
・
24
号
、
12
月
か
ら

の
冬
型
の
気
圧
配
置
に
よ
る
強
風
、

１
月
18
日
・
19
日
の
大
雪
な
ど
に

よ
り
被
害
が
多
発
し
て
お
り
、
３

月
２
日
現
在
で
延
べ
６
３
５
棟
に

３
２
９
７
万
円
の
共
済
金
を
お
支
払

い
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
水
稲
の
育
苗
な
ど
農
作

業
が
本
格
化
す
る
春
に
か
け
て
は
、

突
風
に
よ
る
ハ
ウ
ス
被
害
も
心
配
さ

れ
ま
す
。

　
園
芸
施
設
共
済
で
は
、
ハ
ウ
ス
の

栽
培
（
被
覆
）
期
間
に
応
じ
て
２
カ

月
～
12
カ
月
ま
で
の
範
囲
で
補
償
期

間
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
撤
去
費
用
や
復
旧
費
用
に
も

加
入
す
る
こ
と
で
補
償
内
容
を
充
実

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
万
が
一
の
ハ
ウ
ス
被
害
に
備
え
て

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
園
芸
施
設
共
済
へ
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

春
の
突
風

万
全
な
備
え
を

園芸施設
共済

ハウス本体の加入に併せて、それ
ぞれ農家の選択で加入できます。

加入できるもの

ハウス本体
+

附帯施設
施設内農作物
撤去費用
復旧費用

園
芸
施
設
共
済
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＝
対
象
と
な
る
災
害
は
？

Ａ
＝
風
害
、
雪
害
、
ひ
ょ
う
害
、
そ

の
他
の
自
然
災
害
、
火
災
、
鳥

獣
害
、
病
虫
害
（
施
設
内
農
作

物
に
加
入
の
場
合
）、
破
裂
・
爆

発
、
車
両
の
衝
突
、
航
空
機
か

ら
の
物
体
の
落
下
な
ど
で
す
。

Ｑ
＝
補
償
額
は
？

Ａ
＝
ハ
ウ
ス
の
時
価
額
に
対
し
て
最

高
８
割
を
限
度
に
補
償
割
合
を

選
択
で
き
ま
す
。
ハ
ウ
ス
本
体

や
被
覆
物
、
附
帯
施
設
は
、
減

価
償
却
に
よ
り
価
値
が
下
が
っ

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
復
旧
費
用
に
加
入
し
て
い
た

だ
く
と
、
ハ
ウ
ス
本
体
の
再
建

に
必
要
な
費
用
の
補
償
を
充
実

で
き
ま
す
。

Ｑ
＝
鉄
骨
ハ
ウ
ス
と
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

を
所
有
し
て
い
る
が
、
鉄
骨
ハ

ウ
ス
だ
け
に
撤
去
費
用
（
復
旧

費
用
）
を
追
加
し
た
い
。

Ａ
＝
所
有
す
る
全
て
の
ハ
ウ
ス
の
加

入
が
条
件
と
な
り
ま
す
の
で
、

追
加
補
償
と
な
る
撤
去
費
用
（
復

旧
費
用
）
も
、
全
て
の
ハ
ウ
ス

で
加
入
と
な
り
ま
す
。

0
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

50

100

150

200

（棟）
250

月別被害棟数（平成25年度、26年度の平均）

４
月
は
年
間
で
も
被
害
の
多
い
時
期
で
す
。

平
成
24
年
４
月
に
は
爆
弾
低
気
圧
に
よ

り
、
１
日
で
千
棟
を
超
え
る
大
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。
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引受方式 補償割合 仕組み 特色

一筆方式
７割
６割
５割

▶︎ 耕地一筆ごとに引受けて、一筆ごとの減収に応
じて支払います。

▶︎ 共済金を受け取る機会は半相殺方式より多くな
ります。（7割補償の場合）

▶︎ 大災害では半相殺、全相殺方式より補償が少な
くなります。

半相殺方式
８割
７割
６割

▶︎ 農家ごとに引受けて、農家ごとの減収に応じて
支払います。

▶︎ 一筆方式に比べ大災害時には有利な補償が受け
られます。（8割補償の場合）

▶︎ 局所的な災害では支払対象にならない場合があ
ります。

全相殺方式
９割
８割
７割

▶︎ 農家ごとに引受けて、農家ごとの減収に応じて
支払います。

▶︎ 半相殺方式に比べ大災害時には有利な補償が受
けられます。（９割補償の場合）

▶︎ 損害評価は主として、圃場の見回り調査のほか、乾
燥調製施設（カントリーエレベータ、ライスセンター）
による計量結果数量の伝票調査で行います。

品質方式
９割
８割
７割

▶︎ 農家ごとに引受けて、農家ごとの減収または品質の
低下に伴う生産金額の減少に応じて支払います。

▶︎ 補償割合に加えて、最低６割までの共済金額を
選択できます。

▶︎ カメムシの被害など品質低下も含めた最も有利
な補償内容です。

▶︎ 損害評価は主として、圃場の見回り調査のほか、
農協等の出荷伝票により得られる生産金額で確
認します。

作
付
準
備
が

始
ま
り
ま
す

当然加入基準面積

加入方式・補償割合

磐井、東南部、宮古、北部 … 25a
盛岡、中部、胆江 …………… 30a

　
水
稲
共
済
は
、「
水
稲
生
産
実
施

計
画
書
兼
水
稲
共
済
細
目
書
異
動
申

告
票
」
の
提
出
に
よ
り
、
引
受
の
確

定
が
行
わ
れ
ま
す
。
お
配
り
す
る
用

紙
に
は
、
前
年
産
の
加
入
内
容
が
印

字
さ
れ
て
い
ま
す
。
経
営
体
系
・
圃

場
条
件
に
合
っ
た
引
受
方
式
・
補
償

割
合
を
選
択
で
き
ま
す
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
方
式
の
特
徴
に
つ
い
て
ご
確

認
の
う
え
、
５
月
15
日
ま
で
に
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
提
出
に
当
た
り
、
主
食
用
米
の
ほ

か
、
飼
料
用
米
、
米
粉
用
米
、
加
工

用
米
、
備
蓄
米
な
ど
、
作
物
用
途
に

変
更
が
あ
る
場
合
、
漏
れ
な
く
記
載

頂
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

水
稲
共
済
の
加
入
面
積
基
準

　
水
稲
及
び
麦
の
耕
作
面
積
の
合
計

が
10
㌃
以
上
の
農
業
者
の
方
が
加
入

で
き
ま
す
。
た
だ
し
水
稲
の
耕
作
面

積
が
一
定
面
積
（
25
㌃
か
ら
30
㌃
）

以
上
の
農
業
者
は
必
ず
加
入
す
る

「
当
然
加
入
制
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
地
域
セ
ン
タ
ー
ご

と
に
基
準
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
加
入
に
当
た
っ
て

は
、
個
々
の
農
業
者
（
個
人

ま
た
は
法
人
）
の
ほ
か
、
一

定
の
要
件
を
備
え
た
特
定

農
業
団
体
、
農
業
生
産
組
織
（
農
業

共
済
資
格
団
体
）で
加
入
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
共
済
事
故

　
風
水
害
、
干
害
、
冷
害
な
ど
の
自

然
災
害
、
火
災
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害

に
よ
る
減
収
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

共
済
金
額
と
共
済
掛
金

　
共
済
金
額
は
加
入
方
式
ご
と
に
算

出
さ
れ
ま
す
。（
次
頁
参
照
）
共
済

掛
金
に
つ
い
て
は
危
険
段
階
別
基
準

共
済
掛
金
率
を
設
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
共
済
掛
金
率
は
管
轄
の
地
域
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※　基準収穫量は、被害を全く受けない収量を想定しているのではなく、平年的な減収が含まれます。
※　全相殺方式の基準収穫量は、農協等より「施設計量結果等数量」が得られる場合、原則として過去５か年間を基に設定します。
※　品質方式は、原則として過去５か年間の農協等の「出荷伝票等」により、収穫量及び生産金額が確認でき、今後も農協等に出荷する見込みの
　　ある農家が加入できます。

水稲
共済
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一筆方式７割補償
に加入していた場合

耕地１筆ごとの評価
なので…

全ての耕地の減収量の合計
なので…

全ての耕地の収穫量を合計
しての減収量算出 なので…

半相殺方式８割補償
に加入していた場合

全相殺方式９割補償
に加入していた場合

共済太郎さん
の場合

例 ▶︎  水稲作付50アール（10アール×5筆）
▶︎  基準単収（平均的な10アール当たりの米の収量）は9俵（540kg）
▶︎  米の1kg当たり補償単価は177円の場合

共 済 金 計 算 例

被
害
あ
り

被
害
あ
り

被
害
あ
り

被
害
あ
り

被
害
あ
り

420kg
減収

420kg
減収

420kg
減収

420kg
減収

420kg
減収

120kg

120kg 120kg 120kg

120kg

420kg
減収

420kg
減収

420kg
減収

420kg
減収

420kg
減収

120kg 120kg

120kg

120kg

120kg

420kg
減収

420kg
減収

420kg
減収

420kg
減収

420kg
減収

120kg 120kg

120kg

120kg

120kg

420kg
減収

420kg
減収

420kg
減収

420kg
減収

420kg
減収

120kg 120kg

120kg

120kg

120kg

日
照
不
足
で
ど
の
田
ん
ぼ
も

２
俵（
１
２
０
kg
）し
か
収
穫

で
き
な
い
よ
〜
。困
っ
た
〜
。

基準収穫量の合計から５筆全ての収
穫量を差引いた減収量が、基準収穫
量合計の１割（（540㎏×5筆）×0.1＝
270㎏）を超えた場合支払となる。

2
（基準収穫量合計）

,700kg ー 6
（収穫量合計）
00kg ＝ 2

（ 減 収 量 ）
,100kg

2,100kg ー 270kg ＝ 1,830kg
1,830kg × 単価（177円）＝
　　　　　 323,910円
　 　　　　　 　　（支払共済金）

１筆当たりの減収量（420kg）が、
基準収穫量の３割（540kg×0.3＝
162kg）を超える減収は、
420kg ー 162kg ＝ 258kg
この筆が５筆あるので
258kg × 5筆 × 単価（177円）＝
　　  　　 228,330円
　 　　     　　　（支払共済金）

５筆全ての減収量（420kg×5筆＝
2,100kg）が、５筆全ての基準収穫量
の２割（540kg×5筆×0.2＝540kg）
を超えた分が支払いになる。

（2,100kg ー 540kg）
　　× 単価（177円）＝
　　　　　   276,120円
　 　   　　　　　　（支払共済金）

全
体
的
な
被
害
の
時
は

半
相
殺
方
式
・
全
相
殺
方

式
が
有
利
だ
ね
。

もしも1　大冷害で全体的な被害が発生

8

共済金支払条件

共済金

調整後収穫量 ＜ 基準収穫量
であること

生産金額 ＜ 基準生産金額
であること

加入内容

出荷数量調査より

条
件
①

条
件
②

全ての耕地の規格別収穫量により生産金額の減少額を算出するので…

とした場合．．．

品質方式９割補償（共済金額９割） に加入していた場合

一筆方式７割補償
に加入していた場合

耕地１筆ごとの評価
なので…

全ての耕地の減収量の合計
なので…

全ての耕地の収穫量を合計
しての減収量算出 なので…

半相殺方式８割補償
に加入していた場合

全相殺方式９割補償
に加入していた場合

被
害
あ
り

540kg 540kg 540kg

540kg
420kg

減収
120kg

540kg 540kg 540kg

540kg
420kg

減収
120kg

銘柄○○の1kg当たり価格 ／ 1等：185円、2等：170円、標準：177円

540kg 540kg 540kg

540kg
420kg

減収
120kg

540kg540kg 540kg

540kg
420kg

減収
120kg

４
筆
は
平
年
作
だ
っ
た
け

ど
、
川
の
氾
濫
で
１
筆
だ

け
被
害
を
受
け
て
し
ま
っ

た
よ
。
そ
こ
だ
け
は
、
２
俵

（
１
２
０
kg
）
し
か
収
穫
で

き
て
な
い
ん
だ
よ
な
ぁ
〜
。

被害を受けた筆の減収量（420kg）
が、基準収穫量の３割（540kg×
0.3＝162kg）を超えた分が共済
金として支払われる。

420kg ー 162kg ＝ 258kg
258kg × 単価（177円）＝
　　　　　　 45,666円
　 　　　　　　　  （支払共済金）

基準収穫量の合計から５筆全ての収
穫量を差引いた減収量が、基準収穫
量合計の１割（（540㎏×5筆）×0.1＝
270㎏）を超えた場合支払となる。

2
（基準収穫量合計）

,700kg ー 2
（収穫量合計）
,280kg ＝ 4

（ 減 収 量 ）
20kg

420kg ー 270kg ＝ 150kg
150kg × 単価（177円）＝

  26,550円
     　（支払共済金）

449,550円 ー 411,900円 

      ＝ 37,650円
　　　　　（支払共済金）

共済金額

品質低下も含めた支払となります。

生産金額

被害のなかった４筆も含めた５筆
全ての減収量（420kg）が、基準
収穫量の２割（540kg×5筆×0.2＝
540kg）を超えた場合に支払い対
象となるが、540kg＞420kgとな
り、2割を超えないので

支払い対象外となる

部
分
的
な
被
害
の
時
は
半
相
殺

方
式
だ
と
対
象
に
な
ら
な
い
こ

と
も
あ
る
の
か
ぁ
ー
。品

質
方
式
だ
と
、収
量
の
減
少
の
ほ
か

品
質
の
低
下
も
対
象
に
な
る
ん
だ
ね
。

もしも2　水害で部分的な被害が発生

引受面積 50アール 平均単収 540.00㎏

基準収穫量 2,822㎏ 基準生産金額 499,500円
（1等発生割合100％）

共済金額 449,550円
（補償割合9割、共済金額9割を選択）

規格 収穫量 調整後収穫量 生産金額
１等 1,620kg 1,693㎏ ＝1620㎏×1.045 299,700円 ＝1620㎏×185円

2等    660kg    634㎏ ＝  660㎏×0.960 112,200円 ＝660㎏×170円

合計 2,280kg 2,327㎏ 411,900円

品質指数  1等：1.045（185円／177円）
　　　　  2等：0.960（170円／177円）
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診 療 所 通 信
知 って 得 する

牛白血病ってどんな病気？

診療の依頼や相談はお近くのNOSAI家畜診療所へ【各地域センター家畜診療所連絡先】

菅す
が

原わ
ら

政ま
さ

俊と
し 

獣
医
師 
磐
井
地
域
セ
ン
タ
ー

0198-29-4122紫波・盛岡雫石家畜診療所
019-659-3905
北岩手家畜診療所
019-682-2661
葛巻家畜診療所
0195-66-2506

盛岡地域センター 中部地域センター
西磐井家畜診療所
0191-21-5666
東磐井家畜診療所
0191-31-8400

磐井地域センター

0197-25-6909
胆江地域センター

0195-41-1105
北部地域センター

0193-67-3656
宮古地域センター

0198-62-5322
東南部地域センター

　
牛
白
血
病
と
は
、
全
身
の
リ
ン
パ

節
が
悪
性
腫
瘍
と
な
り
、
発
症
し
て

し
ま
う
と
治
療
法
が
な
く
、
予
後
不

良
と
な
る
怖
い
病
気
で
す
。
本
県
を

は
じ
め
、
全
国
的
に
も
牛
白
血
病
の

発
症
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
畜
産

経
営
に
と
っ
て
経
済
的
損
失
の
大
き

な
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

症
状
は
？

　
発
症
す
る
と
、
削さ

く

痩そ
う

・
元
気
消
失
・

食
欲
不
振
・
眼
球
突
出
・
起
立
困
難
・

腹
腔
内
や
体
表
リ
ン
パ
節
の
腫
大
な

ど
の
症
状
を
示
し
ま
す
。

原
因
は
な
に
？

　
牛
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
が
血
液
中
の

白
血
球
に
感
染
す
る
こ
と
が
原
因

で
、
こ
の
場
合
を
地
方
病
性
牛
白
血

病
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
牛
は
無
症

状
の
場
合
が
多
く
、
さ
ら
に
進
行
し

て
、
そ
の
う
ち
の
数
％
が
牛
白
血
病

を
発
症
し
ま
す
。
こ
の
感
染
し
て
も

無
症
状
の
牛
が
感
染
拡
大
の
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
ウ
イ
ル
ス
が
関
与

し
な
い
原
因
不
明
の
散
発
性（
子
牛

型
・
胸
腺
型
・
皮
膚
型
）
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
ほ
か
の
牛
に
感
染

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

感
染
経
路
は
？

●
垂
直
感
染

産
道
や
乳
汁
に
よ
り
子
牛
が
感
染

●
水
平
感
染

ア
ブ
や
サ
シ
バ
エ
な
ど
の
吸
血
昆

虫
が
媒
介
し
て
感
染

●
そ
の
他
の
感
染

直
検
手
袋
や
注
射
針
、
去
勢
、
除

角
な
ど
出
血
を
伴
う
医
療
行
為
の

器
具
の
使
い
回
し

治
療
は
？

　
予
防
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
法
は
な

く
、
予
後
不
良
と
な
り
ま
す
。

対
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

　
感
染
を
ひ
ろ
げ
な
い
こ
と
が
最
大

か
つ
唯
一
の
方
法
で
す
。

●
感
染
母
牛
の
初
乳
は
与
え
ず
に
、

粉
末
初
乳
や
非
感
染
牛
の
初
乳
を

与
え
ま
し
ょ
う
。
仕
方
な
く
感
染

牛
の
初
乳
を
与
え
る
場
合
は
ウ
イ

ル
ス
が
死
滅
し
て
も
初
乳
成
分
の

壊
れ
な
い
56
℃
で
30
分
加
熱
し
た

も
の
を
与
え
て
く
だ
さ
い
。

●
感
染
牛
を
隔
離
し
て
飼
育
し
た

り
、
忌き

避ひ

剤
な
ど
の
散
布
、
ハ
エ

取
り
シ
ー
ト
や
防
虫
ネ
ッ
ト
の
設

置
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
注
射
針
や
直
検
手
袋
等
の
使
い
回

し
を
し
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
な
お
、
牛
白
血
病
が
人
に
感
染
す

る
と
い
う
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（岩手県中央家畜保健衛生所より）
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いちばん星輝く岩 手 の 農 業 人

ブ
ド
ウ
へ
新
た
な
付
加
価
値
を

佐
さ

藤
と う

秀
ひ で

明
あ き

さん

徹
とおる

さん

自園地産無添加干しぶどう「Amulet of the Sun」を手に、
秀明さん（右）と徹さん親子

干しブドウ
専用の園地

ブドウジュース
「Blessings of the Moon」

　
花
巻
市
高
木
で
ブ
ド
ウ
栽
培
に
取
り

組
む
佐
藤
ぶ
ど
う
園（
佐
藤
秀
明
代
表

＝
63
歳
、
栽
培
面
積
１
８
５
㌃
）
で
は
、

生
食
用
ブ
ド
ウ
を
房
の
ま
ま
乾
燥
さ
せ

た
干
し
ブ
ド
ウ「
Ａｍｕ
ｌｅ
ｔ 

ｏ
ｆ 

ｔ
ｈ

ｅ 

Ｓｕｎ
」
を
商
品
化
。
大
手
百
貨
店
や

出
版
関
係
者
ら
が
審
査
を
行
う「
世
界

に
も
通
用
す
る
究
極
の
お
土
産
〜
『
新

し
い
東
北
』
の
挑
戦
」
に
も
選
出
さ
れ
、

県
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

房
の
ま
ま
の
干
し
ブ
ド
ウ

　
加
工
に
使
う
の
は
大
粒
種「
安
芸
ク

イ
ー
ン
」「
黄
玉
」「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
」
の
３
品
種
。
大
き
な
粒
は
肉
厚
で

み
ず
み
ず
し
い
食
感
で
糖
度
も
程
よ

く
、
ま
さ
に
ス
イ
ー
ツ
と
い
っ
た
仕
上

が
り
で
す
。

　
作
業
は
、
収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
を
房
の

ま
ま
専
用
の
乾
燥
機
で
数
日
干
し
た

後
、
煮
沸
消
毒
し
、
さ
ら
に
数
日
干
す

と
い
う
工
程
で
１
週
間
の
時
間
と
手
間

を
か
け
て
完
成
さ
せ
て
い
ま
す
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
刷
新
で
販
路
拡
大

　
平
成
24
年
に
東
京
都
で
開
か
れ
た

物
産
シ
ョ
ー
へ
出
展
。
大
粒
の
干
し
ブ

ド
ウ
は
注
目
を
集
め
、
食
味
の
良
さ
を

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
都

内
で
の
試
食
会
で
は「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

魅
力
が
足
り
な
い
。
こ
れ
で
は
売
れ
な

い
」
と
厳
し
い
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　「
ま
ず
は
売
る
こ
と
を
考
え
る
こ
と

が
大
事
」と
感
じ
た
秀
明
さ
ん
は
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

に
委
託
。
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
現
在
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
高
級
感
の
漂
う
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
評
判

は
上
々
で
、都
市
部
か
ら
の
引
き
合
い
が

増
加
。販
路
の
拡
大
に
成
功
し
ま
し
た
。

生
食
用
と
の
相
乗
効
果
を

　
農
繁
期
は
栽
培
管
理
に
、
農
閑
期
は

商
品
販
売
に
と
、
精
力
的
に
取
り
組
む

秀
明
さ
ん
は
、
今
後
に
つ
い
て「
干
し

ブ
ド
ウ
や
ジ
ュ
ー
ス
を
味
わ
っ
て
も
ら

い
、
生
食
用
も
食
べ
て
み
た
い
と
思
わ

せ
た
い
。
ブ
ド
ウ
は
地
域
の
特
産
品
な

の
で
、
加
工
品
を
通
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化

の
一
助
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
。
こ
れ
か

ら
も
仲
間
と
と
も
に
楽
し
み
な
が
ら
、

ブ
ド
ウ
作
り
に
取
り
組
み
た
い
」
と
話

し
、
生
食
用
と
の
相
乗
効
果
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

花巻市・佐藤ぶどう園

秀明さん（右）と徹さん親子

干しブドウ
専用の園地

自園地産無添加干しぶどう「Amulet of the Sun」を手に、

ブドウジュース
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旬

代
米「
朝
紫
」を
使
っ
た
ス
イ
ー

ツ
の
製
造
・
販
売
で
６
次
産

業
に
取
り
組
む
金
ケ
崎
町
の
農
事
組

合
法
人
Ｓ
Ｕ
フ
ァ
ー
ム
長
志
田（
氏
家

康
男
組
合
長
）。
朝
紫
の
色
や
食
感
を

生
か
し
た
商
品
が
好
評
で
す
。

　
加
工
部
門
を
担
う「
な
が
し
だ
工
房

コ
ロ
ン
と
」は
、朝
紫
の
米
粉
を
使
っ
た

ケ
ー
キ
や
豆
銀
糖
、赤
飯
な
ど
の
菓
子

類
や
惣
菜
を
製
造
。添
加
物
は
使
用
せ

ず
、
ケ
ー
キ
に
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
入
れ

て
酸
味
で
発
色
を
促
す
な
ど
、全
て
の

商
品
で
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　
加
工
担
当
の
齊
藤
三
保
子
さ
ん

（
65
）
は「
古
代
米
は
食
物
繊
維
や
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
豊
富
で
健
康
志
向
の

高
い
人
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
」と
話
し
、

新
商
品
の
開
発
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
商
品
は
主
に
地
元
産
直
で
販
売
し

て
い
て「
イ
ベ
ン
ト
参
加
や
受
注
販
売

も
行
っ
て
い
ま
す
」と
、販
路
の
拡
大
に

も
意
欲
的
で
す
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
＝「
な
が
し
だ
工
房
コ

ロ
ン
と
」（
℡
０
１
９
７・４
１・９
７
７
７
）

色
・
食
感
生
か
し
て

古
代
米
ス
イ
ー
ツ

古

だ よ り結 い の 大 地

盛岡地域
センター

【八幡平市】

出
来
上
が
っ
た
商
品
を
包
装
す
る
齊
藤
さ
ん（
左
）と
氏
家
美
代
子
さ
ん

幡
平
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
」
の

栽
培
に
励
む「
企
業
組
合

　
八
幡
平
地
熱
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
船ふ

な
は
し
よ
し
の
ぶ

橋
慶
延
理
事
長
）」が
運
営
す
る
ジ

オ
フ
ァ
ー
ム
・
八
幡
平
は
、隣
接
す
る

八
幡
平
南
温
泉「
旭
日
之
湯
」の
温
泉

の
熱
を
活
用
し
て
ハ
ウ
ス
内
を
暖
め
、

安
定
し
た
通
年
栽
培
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　「
レ
ー
ス
引
退
馬
の
面
倒
を
見
ら
れ

る
仕
組
み
を
構
築
し
た
い
」
と
、馬
を

飼
養
し
な
が
ら
馬
ふ
ん
堆
肥
生
産
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、培
地
と
し
て
馬
ふ
ん

堆
肥
と
相
性
の
良
い
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム

栽
培
を
導
入
。現
在
、培
地
は
取
り
寄

せ
て
い
ま
す
が
、将
来
的
に
は
培
地
づ

く
り
か
ら
手
掛
け
る
考
え
で
す
。

　
標
高
が
高
く
、
澄
ん
だ
空
気
や
岩

手
山
の
伏
流
水
な
ど
豊
か
な
環
境
の

中
で
育
つ
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
は「
ひ
き
し

ま
っ
て
い
て
、
お
い
し
い
」
と
好
評
で

す
。
ホ
ワ
イ
ト
と
ブ
ラ
ウ
ン

の
２
種
類
を
栽
培
し
て
い

て「
ホ
ワ
イ
ト
は
ま
ろ
や
か

で
甘
み
が
あ
り
、
ブ
ラ
ウ
ン

は
香
り
が
強
く
、味
が
し
っ

か
り
し
て
い
て
炒
め
る
だ
け

で
も
お
い
し
い
で
す
」
と
船

橋
理
事
長
。
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
を
試
し
て
ほ
し
い
と

も
話
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
風
土
が
育
む
マッ
シ
ュル
ー
ム

「新鮮なマッシュルーム、おいしいですよ」と、船橋
理事長（左）と栽培担当の西上一史さん

八幡平マッシュルーム。新鮮なものは生でも
食べられる。道の駅にしね、サラダファーム
などで販売

胆江地域
センター

【金ケ崎町】

朝
紫
の
玄
米（
上
）と

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
数
々

「
八

12

慈
市
山
形
町

の
平
庭
観
光

開
発（
下し

も

舘だ
て

満み
つ

吉よ
し

代
表

取
締
役
社
長
）
は
シ
ラ

カ
バ
樹
液
１
０
０
％

の
清
涼
飲
料
水「
森
の

恵
み
・
白
樺
の
一
滴
」

を
発
売
し
ま
し
た
。

　
シ
ラ
カ
バ
の
樹
液

に
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
や
イ
ソ
ロ
イ
シ
ン
、

バ
リ
ン
、
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
、
ス
レ
オ
ニ

ン
の
４
種
の
ア
ミ
ノ
酸
な
ど
が
成
分

に
含
ま
れ
て
い
て
、
美
容
や
健
康
維

持
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
２
月
〜
４
月
に
採
取
し
た
シ

ラ
カ
バ
の
樹
液
を
静
岡
県
の
農
産
加

工
会
社
が
加
工
。
保
存
の
難
し
い
樹

液
を
保
存
料
は
一
切
使
わ
ず
、
煮
沸

の
温
度
を
調
節
し
て
無
添
加
で
加

工
、
長
期
保
存
を
可
能
と
し
商
品
化

し
ま
し
た
。

　
下
舘
社
長
は「
優
し
い
甘
味
が
あ

り
、
爽
や
か
な
味
で
健
康
と
美
容
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。
今
年
度

は
千
本
限
定
の
販
売
で
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
＝「
平
庭
観
光
開

発
」（
℡
０
１
９
４
・７
２
・２
７
０
０
）

り
口
か
ら
蜜
の
よ
う
な
甘

い
汁
が
出
て
お
い
し
い
で

す
よ
」
と
話
す
宮
古
市
田
代
の
上
坂

喜
和
さ
ん（
28
）
は
、
父
・
清
一
さ

ん（
73
）
と
寒
玉
キ
ャ
ベ
ツ「
ふ
ゆ
み

つ
」
の
収
穫
作
業
に
精
を
出
し
て
い

ま
す
。

　
上
坂
さ
ん
方
で
は
、
夏
場
は
キ
ュ

ウ
リ（
露
地
20
㌃
、
ハ
ウ
ス
２
棟
）

と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
（
50
㌃
）
を
中
心

に
栽
培
。
冬
場
は
タ
ラ
の
芽
の
促
成

栽
培（
５
㌃
５
０
０
本
）と
寒
玉
キ
ャ

ベ
ツ（
30
㌃
）
で
周
年
出
荷
を
確
立

し
て
い
ま
す
。

　
今
季
は
12
月
か
ら
キ
ャ
ベ
ツ
の
収

穫
を
始
め
て
い
て
、
春
先
ま
で
出
荷

は
続
く
予
定
で
す
。

　「
昨
年
は
天
候
に
左
右
さ
れ
て
大

変
で
し
た
」
と
話
す
喜
和
さ
ん
。
３

月
上
旬
か
ら
は
タ
ラ
の
芽
の
出
荷
も

始
ま
っ
て
い
て「
皆
さ
ん
に
春
の
味

を
お
届
け
し
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

甘
く
て
お
い
し
い
寒
玉
キ
ャ
ベ
ツ

収
穫
終
盤

地
元
産
シ
ラ
カ
バ
樹
液
１
０
０
％

「
森
の
恵
み
・
白
樺
の
一
滴
」

宮古地域
センター

久

北部地域
センター

【久慈市】

【宮古市】

寒
玉
キ
ャ
ベ
ツ
は

春
先
ま
で
出
荷
は
続
く

「
甘
く
て
お
い
し
い
寒
玉
キ
ャ
ベ
ツ
を
食
べ
て
ほ
し
い
で
す
」と
喜
和
さ
ん

「
ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ
り
で
す
」と
Ｐ
Ｒ
す
る
下
舘
社
長

「
森
の
恵
み・白
樺
の
滴
」１
本
２
０
０
㍉
㍑
４
０
０
円（
税
込
）

地元産直や平庭山荘等で販売
ボディーソープなど多種の商品が並ぶ

「
切
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平
成
28
年
度
か
ら
農
機
具
共
済「
の
う

き
く
ん
」で
は
、新
し
く
加
入
者
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
補
償
割
合
を
選
択
で
き
る「
付
保
割

合
条
件
付
実
損
て
ん
補
特
約
」を
導
入
し

ま
す
。

　
火
災
共
済
ま
た
は
総
合
共
済
に
、こ
の
特

約
を
付
け
て
加
入
す
る
こ
と
で
、中
古
で
購

入
し
た
農
機
具
や
新
調
達
価
額
が
2
千
万

円
を
超
え
る
農
機
具
な
ど
、新
調
達
価
額

ま
で
の
加
入
が
で
き
な
い
農
機
具
に
つ
い
て

も
充
実
し
た
補
償
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
付
保
割
合
条
件
付

　
実
損
て
ん
補
特
約
と
は

　
共
済
価
額（
新
調
達
価
額
）に
約
定
割
合

︿
※
１
﹀を
付
け
、一
定
の
条
件︿
※
２
﹀を
満

た
す
こ
と
で
共
済
金
額
を
限
度
に
修
理
費

用（
免
責
額
差
引
後
の
正
味
損
害
額
）を
補

償
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、特
約
と

な
る
た
め
、加
入
で
き
る
農
機
具
の
種
類
や

対
象
と
な
る
事
故
、免
責
の
適
用
、復
旧
義

務
な
ど
は
、従
来
ど
お
り
適
用
さ
れ
ま
す
。

︿
※
１
﹀約
定
割
合
と
は

　
新
調
達
価
額
に
乗
じ
る
補
償
割
合
で

す
。補
償
割
合
は
、30
％
を
下
限
に
10
％
き

ざ
み
で
選
択
で
き
ま
す
。

︿
※
２
﹀一
定
の
条
件
と
は

　
共
済
金
額
が
新
調
達
価
額
に
約
定
割
合

を
乗
じ
て
得
た
額
以
上
の
場
合
を
い
い
ま

す
。満
た
な
い
場
合
は
、共
済
金
額
と
新
調

達
価
額
に
約
定
割
合
を
乗
じ
て
得
た
付
保

割
合
に
応
じ
て
共
済
金
を
支
払
い
ま
す
。

　
中
古
農
機
具
の
加
入
条
件

　
購
入
金
額
及
び
製
造
年
月
を
証
明
で
き

る
書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
中
古
農
機
具
の
加
入
上
限

　
中
古
農
機
具
の
加
入
の
場
合
、時
価
額

か
購
入
金
額
の
い
ず
れ
か
低
い
金
額
が
加

入
上
限
と
な
り
ま
す
。

　
共
済
掛
金
の
目
安

　
こ
の
特
約
を
付
け
た
場
合
、
必
ず
約
定

割
合
（
30
～
１
０
０
％
）
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
共
済
金
額
と
約
定
割
合
の
選

択
に
よ
り
共
済
掛
金
等
は
変
わ
り
ま
す
。

中古農機具の加入が可能に
付保割合条件付実損てん補特約の導入

農 機 具 共 済

区　分
約定割合に応じた掛金（共済金額100万円の場合）

30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

火 災 普 通 2,285 1,920 1,695 1,542 1,428 1,339 1,269 1,200

総 合
普 通 8,123 6,611 5,674 5,034 4,567 4,210 3,929 3,700

特 殊 28,120 22,702 19,353 17,075 15,390 14,059 13,030 12,000

【掛金表】 
付保割合条件付実損てん補特約を付けた場合、主契約の純掛金に約定割合ごとに設定した係数を乗じます。
共済掛金算出式：約定割合に応じた掛金×共済金額 (単位：円）
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共済金額
（支払限度額）

約定割合

100% 90% 80% 70% 60% 50% 40% 30%

270万円 △ △ △ △ △ ◎

250万円 △ △ △ △ △ ○

200万円 △ △ △ △ △ △ ○

150万円 △ △ △ △ △ △ △ ○

経過年数 残 存 率

1年未満 100%

１年 87.14%

２年 74.29%

３年 61.43%

４年 48.57%

５年 35.71%

６年 22.86%

７年 10.00%

3年経過した
中古のトラクターを購入した場合

正味損害額の算出方法

支払共済金の算出方法

時価額を算出する

共済金額と約定割合のマッチング

経年減価残存率表

中古農機具加入のシュミレーション

加入時の選択内容によって
掛金と受け取る共済金に違いが！

加入をご検討されている場合やご不明な点がありましたら、
お近くのＮＯＳＡＩへお問い合わせください。

500万円のトラクターが3年経過した場合の時価額は、新調達価額に経年減
価残存率を乗じ得た額となる。
500万円×61.43％（経年減価残存率）＝3,071,500円
時価額より購入金額が低いため、購入金額が加入上限となります。
307万円≧270万円　　加入上限＝270万円

270万円　　　　　　　500万円
時価額

新調達価額購入金額

加入上限

圃場の耕起作業中に石が跳ねトラクターのキャビ
ンガラスが割れる事故が発生し、修理費用が21万
円の損害を受けた場合

（修理費用 21万円－消耗部品 1万円）－免責額 2万円＝  正味損害額 18万円

○：約定割合50％を選択し、共済金額250万円に加入の場合（共済掛金：14,185円）

◎：約定割合50％を選択し、共済金額270万円に加入の場合（共済掛金：15,319円）

△：約定割合60％を選択し、共済金額270万円に加入の場合（共済掛金：13,591円）

180,000円
（支払共済金）

180,000円
（支払共済金）

162,000円
（支払共済金）

18万円
（正味損害額）

18万円
（正味損害額）

18万円
（正味損害額）

250万円（共済金額）

270万円（共済金額）

270万円（共済金額）

500万円（新調達価額）×50%（約定割合）＝ 250万円

500万円（新調達価額）×50%（約定割合）＝ 250万円

500万円（新調達価額）×60%（約定割合）＝ 300万円

×

×

×

免責額 2万円＝（21万円-１万円）×10％ ≪例≫の事故状況の場合、衝突による損害
のため、１０％の免責割合が適用されます。

※修理費用に消耗部品等が含まれている場合は、原則消耗部品代が
　控除されます。（修理費用21万円のうち、1万円が消耗部品） 掛金が高くなるが加入上限まで正味損害額を補償

該当する共済金額を上限に正味損害額を補償
一部補償とはなるが、加入上限まで補償

◎
○
△

例

例

1

2

一定の条件を
満たしているため、
正味損害額を補償

一定の条件を
満たしていないため、
一部補償

一定の条件を
満たしているため、
正味損害額を補償

掛金が「○」より高くなるが、
支払限度額が高くなる

中古のトラクター
加入したいんだけど
詳しく教えて
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自
分
に
合
う
保
険
を
選
ぶ

　
一
部
の
市
街
地
を
除
き
、
岩
手
で
は
自
動
車

は
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
。
そ
れ
だ
け
に

日
々
の
維
持
費
は
抑
え
た
い
で
す
ね
。
例
え
ば

ガ
ソ
リ
ン
代
の
節
約
の
た
め
に
は
、
価
格
の
ほ

か
、
会
員
ポ
イ
ン
ト
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

特
典
な
ど
も
考
慮
し
て
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を

選
ぶ
と
良
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
急
発
進
・
急

停
車
を
し
な
い
、
余
分
な
荷
物
を
載
せ
な
い
、

な
ど
も
低
燃
費
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
で
も
何
よ
り
、
節
約
の
余
地
が
大
き
い
の
が

任
意
保
険
で
す
。
ひ
と
昔
前
は
ど
の
会
社
も
同

じ
よ
う
な
保
険
商
品
・
保
険
料
で
し
た
が
、
規

制
緩
和
に
よ
り
様
々
な
商
品
が
出
回
っ
て
い
ま

す
。
走
行
距
離
や
年
齢
制
限
、
特
約
な
ど
で
保

険
料
が
か
な
り
違
い
ま
す
の
で
、
自
分
に
合
う

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
特
に
運
転
者
の
年
齢

が
若
い
と
保
険
料
が
高
く
な
り
ま
す
の
で
、
家

族
や
友
人
に
貸
す
場
合
は
１
日
だ
け
加
入
で
き

る
自
動
車
保
険
を
利
用
す
る
な
ど
、
細
か
く
確

認
し
た
り
調
べ
た
う
え
で
選
ぶ
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

お
得
な
商
品
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　
路
線
バ
ス
に
乗
る
機
会
が
あ
る
人
は
、
お
得

な
「
バ
ス
カ
ー
ド
」
や
、
高
齢
者
を
対
象
に
し

た
優
待
パ
ス
を
利
用
す
る
の
が
良
い
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
長
距
離
の
移
動
で
Ｊ
Ｒ
の
電
車
を

使
う
場
合
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
駅
な
ど
で

割
引
商
品
や
早
割
商
品
の
チ
ェ
ッ
ク
を
。
た
だ

し
キ
ャ
ン
セ
ル
が
で
き
な
い
商
品
や
キ
ャ
ン
セ

ル
料
が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

22年前から消費生活アドバイザーとして活動。
専門分野は社会保障。公益社団法人日本消費
生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会
会員、岩手県生活問題研究会会員。

横藤崇子（よこふじたかこ）

参考データ（1981～2010年のデータに基づく平年値）

東北地方の３ヶ月予報より：平成２８年２月２４日発表（盛岡地方気象台）

　
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
、日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

実
践
で
き
る「
節
約
術
」を
紹
介
し
ま
す
。お
答
え
い

た
だ
く
の
は
、盛
岡
市
の
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー・

横
藤
崇
子
さ
ん
で
す
。

天気は数日の周期で変わり、
平年と同様に晴れの日が多い見込みです。

盛岡

平年並みか高い見込み

ほぼ平年並みの見込み

ほぼ平年並みの見込み

ほぼ平年並みの見込み

平年より低い

平年より低い

平年並

平年並

平年より高い

平年より高い

高気圧と低気圧が交互に通り、
天気は数日の周期で変わるでしょう。

5

　氷柱の太さで米の作柄を占う「たろし滝測定会」が
先ごろ行われ、３年ぶりとなる氷柱計測は４・７㍍を記
録。「並作」のご神託となりました。
　大瀬川たろし滝保存
会の板垣寛会長は「並
作だが、努力次第では
豊作になる」と解説。
過去のデータでは４㍍
台の年は６回あり、作
況が９５～１１０、平均は
「１０３」で平年を上回
る数値になっています。

今年は「並作」！？たろし滝測定会
　　　　　　　  （花巻市石鳥谷町）

4月

5月

気　温

気　温

降水量

降水量

気温（℃） 降水量（㎜） 日照時間（時間）
4月 8．6 87．5 173．7
5月 14．0 102．7 185．4

20%

20%

30%

30%

40%

40%

40%

40%

40%

40%

30%

30%

お 天 気 M E M O

交
通
費
の
節
約
術
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農
政     

前
線

酪
農
基
盤
の
立
て
直
し
急
務

最

生
乳
生
産
量
減
産
の
見
込
み

　
Ｊ
ミ
ル
ク
は
、
２
０
１
６
年
度
の
全
国

の
生
乳
生
産
量
は
15
年
度
比
０・６
％
減
の

７
３
７
万
４
千
㌧
と
の
見
通
し
を
発
表
し
た
。

15
年
度
は
10
年
ぶ
り
の
増
産
と
な
る
見
込
み
だ

が
、
都
府
県
で
の
飼
養
頭
数
の
減
少
基
調
な
ど

を
踏
ま
え
、再
び
減
産
に
転
じ
る
と
予
測
し
た
。

昨
今
の
バ
タ
ー
不
足
問
題
を
受
け
、
政
府
は
カ

レ
ン
ト
ア
ク
セ
ス
（
現
行
輸
入
機
会
、
Ｃ
Ａ
）

に
基
づ
く
輸
入
を
措
置
す
る
方
針
だ
。
た
だ
、

中
長
期
的
に
は
、
乳
製
品
の
国
際
需
給
は
ひ
っ

迫
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
将
来
に
わ
た
っ
て
牛

乳
・
乳
製
品
の
安
定
供
給
を
図
る
に
は
、
国
内

生
乳
生
産
基
盤
の
早
期
立
て
直
し
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。

都
道
府
県
の
落
ち
込
み
大
き
く

　
北
海
道
の
生
乳
生
産
量
は
、
生
産
の
主
力

と
な
る
２
〜
４
歳
の
乳
牛
頭
数
が
15
年
度
を

上
回
る
た
め
、
０・９
％
増
の
３
９
３
万
１
千

㌧
と
見
通
し
た
。
一
方
、
都
府
県
は
離
農

拡
大
で
頭
数
が
減
少
し
、
２・
２
％
減
の

３
４
４
万
３
千
㌧
と
大
き
く
落
ち
込
む
見
通

し
だ
。

　
需
要
は
比
較
的
堅
調
で
、
牛
乳
類
の
消
費

は
15
年
４
月
の
価
格
引
き
上
げ
後
も
大
き
な

減
少
は
な
く
、
微
減
・
横
ば
い
の
傾
向
が
続

く
。
乳
製
品
の
需
要
も
安
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
16
年
度
末
在
庫
量
は
バ
タ
ー
が
前
年
同

期
比
35
・
２
％
減
の
１
万
４
７
０
０
㌧
に
、
脱

脂
粉
乳
も
９・２
％
減
の
５
万
４
６
０
０
㌧
に

減
る
と
予
測
す
る
。

乳
製
品
を
輸
入
に
頼
る
政
府

　
乳
製
品
の
不
足
を
補
う
た
め
、
農
林
水
産

省
は
Ｃ
Ａ
枠
を
使
い
バ
タ
ー
７
千
㌧
、
脱
脂
粉

乳
２
千
㌧
を
輸
入
す
る
。
さ
ら
に
５
月
と
９

月
に
追
加
輸
入
の
有
無
を
判
断
す
る
予
定
で
、

輸
入
に
よ
り
需
給
安
定
を
図
る
方
針
だ
。

　
た
だ
、
政
府
は
14
年
度
か
ら
２
年
連
続
で

追
加
輸
入
を
措
置
し
て
お
り
、
輸
入
の
常
態

化
は
国
産
シ
ェ
ア
の
喪
失
を
招
き
か
ね
な
い
。

さ
ら
に
世
界
人
口
の
増
加
や
新
興
国
の
経
済

発
展
な
ど
で
乳
製
品
の
国
際
需
要
は
増
大
が

見
込
ま
れ
て
お
り
、
輸
入
依
存
が
高
ま
る
ほ

ど
中
長
期
的
な
安
定
供
給
は
困
難
に
な
る
。

酪
農
に
ゆ
と
り
と
展
望
を

　
15
年
度
の
生
乳
生
産
量
は
、
前
年
を
上
回

る
見
込
み
。
た
だ
、
夏
場
の
気
象
が
穏
や
か
で

都
府
県
の
生
産
量
の
落
ち
込
み
が
少
な
か
っ
た

た
め
で
、
酪
農
戸
数
や
飼
養
頭
数
の
減
少
な

ど
構
造
的
な
問
題
は
変
わ
ら
な
い
。
高
騰
す
る

和
子
牛
を
生
産
し
て
副
産
物
収
入
を
確
保
す

る
動
き
が
強
ま
り
、
乳
牛
の
後
継
牛
確
保
難

の
問
題
も
顕
在
化
し
て
い
る
。

　
政
府
は
、
収
益
性
の
高
い
経
営
の
実
現
を

目
指
し
、
地
域
の
関
係
者
が
連
携
す
る
畜
産
ク

ラ
ス
タ
ー
事
業
な
ど
を
拡
充
す
る
と
も
に
、
酪

農
家
に
は
子
牛
の
死
亡
率
低
下
や
乳
房
炎
対

策
の
徹
底
な
ど
飼
養
管
理
の
改
善
を
求
め
て
い

る
。
た
だ
、酪
農
家
も
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

経
営
継
続
に
は
長
時
間
労
働
や
労
働
負
担
の

軽
減
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
若
い
後
継
者

を
確
保
す
る
点
か
ら
も
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
働

き
な
が
ら
増
産
を
実
現
で
き
る
環
境
整
備
が

重
要
だ
。

　
乳
価
引
き
上
げ
や
副
産
物
収
入
の
増
加
で
、

酪
農
経
営
は
好
転
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
高

止
ま
り
す
る
輸
入
飼
料
価
格
の
動
向
や
環
太

平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
影
響
な
ど
の
先

行
き
不
安
が
営
農
継
続
や
後
継
者
確
保
の
足

か
せ
と
な
っ
て
い
る
。
酪
農
の
危
機
打
破
に
向

け
、
酪
農
家
の
将
来
不
安
解
消
に
全
力
を
挙

げ
る
必
要
が
あ
る
。

　（
農
業
共
済
新
聞
編
集
室
）

　「ほっと一息つける場所をお
客さんに提供したいです」と元
気に話すのは、一関市のＪＡラ
ポート花泉給油所で働く千葉
早紀さん。気さくな会話で周囲
を和ませてくれる、お店の看板
娘です。
　休日の楽しみは、仲良しの愛
犬２匹と一緒に遊んで過ごす
時間。散歩に出ると喜んでシッ
ポを振るペットの可愛い仕草
に、いつも癒されるそうです。
　日頃の食生活については「信
頼できる地元の農産物を進ん
で食べるようにしています」と
話し、慣れ親しんだ故郷への愛
着を感じています。

大好き野菜料理早紀さんの

●ナスやインゲンを入れた
　具沢山カレー
●シソ・ピーマン・レンコン
など旬の天ぷら

な
でし
こ

私
も
農
家
の

サ
ポ
ー
タ
ー

千ち

葉ば

早さ

紀き

さ
ん（
25
）

一関
市
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▼  
大
豆
︵
半
相
殺
・
一
筆
方
式
︶

　
茎く

き
え
き
び
ょ
う

疫
病
が
発
生
し
た
ほ
か
、
８
月
中
旬
～
９
月
中
旬
に
か
け

て
の
低
気
圧
の
影
響
に
よ
る
降
雨
や
台
風
１７
号
、
１８
号
の
大
雨
の
影
響
に
よ
り
湿

潤
害
が
発
生
。
２
月
１９
日
に
１
９
６
万
円
の
共
済
金
を
支
払
い
ま
し
た
。

▼  

り
ん
ご

　
６
月
に
降
ひ
ょ
う
が
あ
り
、
特
に
６
月
１６
日
の
紫
波
町
で
は

傷
果
が
多
く
発
生
し
た
ほ
か
、
１０
月
上
旬
の
低
気
圧
や
台
風
２３
号
の
影
響
に
よ
り

果
実
の
落
果
や
枝
ず
れ
が
発
生
。
２
月
２３
日
に
２
０
８
０
万
円
の
共
済
金
を
支
払

い
ま
し
た
。

　
家
畜
を
所
有
す
る
皆
さ
ま
に
は
、
飼
養
衛
生

管
理
基
準
の
遵
守
と
と
も
に
、
毎
年
、
飼
養
状

況
を
報
告
す
る
こ
と
が
家
畜
伝
染
病
予
防
法

第
１２
条
の
４
第
１
項
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
２８
年
分
の
報

告
書
を
提
出
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〇
家
畜
保
健
衛
生
所
等
か
ら
配
布
さ
れ
た
様

式
に
、
平
成
２８
年
２
月
１
日
時
点
の
飼
養

状
況
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
報
告
様
式
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、市
町
村
、

農
協
ま
た
は
家
畜
保
健
衛
生
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

＊
農
業
を
は
な
れ
て
い

く
若
い
人
達
が
多
い
な

か
、
頑
張
っ
て
こ
れ
か

ら
の
農
業
を
支
え
て
く

れ
る
若
者
の
姿
を
み
て

い
る
と
、
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

 

︻
雫
石
町

　
Ｎ
さ
ん
︼

＊
雪
か
き
す
る
回
数
が
少
な
く
、
体
が
な
ま
っ
て
い
る

し
、
体
重
も
少
し
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
く
⋮
そ
う
じ
な

ど
を
し
て
、
体
を
動
か
さ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

 

︻
矢
巾
町

　
Ｎ
さ
ん
︼

＊﹁
結
い
の
大
地 

旬
だ
よ
り
﹂が
と
て
も
面
白
か
っ
た

で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動
や
特
産

品
、
特
に
ジ
ャ
ム
は
食
べ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

 

︻
北
上
市

　
Ｙ
さ
ん
︼

＊﹁
紅
花
園
﹂は
、
娘
が
中
学
生
の
時
に
体
験
学
習
で
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
作
業
過
程
を
学
習
し
て
感
動
し

て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
お
い
し
い
リ
ン
ゴ
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

︻
奥
州
市

　
Ｋ
さ
ん
︼

＊
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
表
紙
が
い
つ
も
す
て
き
で
す
。
今
月

号
も
ほ
っ
こ
り
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。 

︻
一
関
市

　
Ｓ
さ
ん
︼

＊
新
春
特
集﹁
突
き
進
め﹁
農
﹂の
道
﹂に
岩
手
の
農
業

が
明
る
い
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
将
来
を
担
う
若
い
農

業
者
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
が
ん
ば
れ

～
。 

︻
遠
野
市

　
Ｋ
さ
ん
︼

＊﹁
わ
が
家
の
か
ま
ど
﹂に
載
っ
て
い
た
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

の
さ
さ
っ
と
昆
布
漬
け
が
め
ず
ら
し
い
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。
作
っ
て
み
た
い
で
す
。
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
が
生
で

食
べ
ら
れ
る
な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

︻
二
戸
市

　
Ｆ
さ
ん
︼

＊く
若
い
人
達
が
多
い
な

か
、
頑
張
っ
て
こ
れ
か

ら
の
農
業
を
支
え
て
く

れ
る
若
者
の
姿
を
み
て

い
る
と
、
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

地域
センター

大豆 りんご

戸数
（戸）

支払共済金
（円）

戸数
（戸）

支払共済金
（円）

盛　岡 2 90,093 49 4,911,950

中　部 7 1,335,174 41 1,849,935

胆　江 7 206,913 32 3,416,110

磐　井 7 126,011 29 5,877,420

東南部 1 354 0 0

宮　古 2 148,326 1 11,110

北　部 4 59,740 20 4,740,420

計 30 1,966,611 172 20,806,945

共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
し
た

家
畜
を
飼
養
し
て
い
る
方
は

﹁
定
期
報
告
書
﹂の
提
出
を

お
忘
れ
な
く

平成27年産支払共済金 果樹
共済

畑作物
共済

家
畜
保
健
衛
生
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

問い合わせ先

岩手県中央家畜保健衛生所
☎ 019-688-4111
岩手県県南家畜保健衛生所
☎ 0197-23-3531
岩手県県北家畜保健衛生所
☎ 0195-49-3006
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大
切
に
保
管
を

お
願
い
し
ま
す

　
旧
農
業
共
済
組
合
と
の
ご
契
約

等
は
、
す
べ
て
新
組
合
に
引
き
継

ぎ
ま
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ま
は
特

別
な
手
続
き
を
行
わ
な
く
て
も
、

組
合
設
立
と
同
時
に
新
組
合
の
組

合
員
と
な
り
ま
す
。

　
建
物
共
済
証
券
、
農
機
具
共
済

証
券
、
園
芸
施
設
共
済
証
券
、
家

畜
共
済
の
加
入
証
は
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

共
済
掛
金
は

口
座
振
替
で

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
現
金
納
入
に

か
か
る
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
共
済
掛
金
等
の
納
入
に
つ

い
て
﹁
口
座
振
替
﹂
の
利
用
を
勧

め
て
お
り
ま
す
。

　
現
金
ま
た
は
振
込
で
納
入
し
た

場
合
、
組
合
よ
り
加
入
内
容
等
の

確
認
の
通
知
が
届
く
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
適
切
に
ご
回
答
く

だ
さ
い
。

こ
ん
な
時
は

早
め
の
連
絡
を

■
家
畜
の
異
動
報
告

・
子
牛
が
出
生
し
た
と
き

・
牛
を
譲
渡（
売
却
）、導
入
し
た
と
き

・
育
成
牛
が
加
入
月
齢
（
生
後
６
カ

月
）
に
達
し
た
と
き

・
家
畜
が
死
亡
ま
た
は
廃
用
に
な
っ

た
と
き

　
こ
れ
ら
の
届
け
出
が
な
か
っ
た

場
合
、
共
済
金
の
減
額
や
支
払
い

対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
異
動
月
日
は
家
畜
改

良
セ
ン
タ
ー（
牛
個
体
識
別
情
報
）

へ
届
け
出
る
月
日
と
一
致
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

■
ハ
ウ
ス
事
故
、
建
物
の
物
件
や

農
機
具
の
機
種
に
変
更
や
事
故

が
あ
っ
た
と
き

　
報
告
が
遅
れ
ま
す
と
共
済
金
が

支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
名
義
の
変
更

　
経
営
移
譲
し
た
場
合
、組
合
員
が

死
亡
し
た
場
合
、住
所
を
変
更
し
た

場
合
な
ど
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
の
際
は
金
融
機
関
に
登
録

し
て
い
る
印
鑑
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

補
償
内
容
が
拡
充

　
園
芸
施
設
共
済
は
、
平
成
27
年

２
月
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
補
償

内
容
が
見
直
さ
れ
、
パ
イ
プ
本
体

の
撤
去
費
用
と
復
旧
費
用
の
補
償

が
追
加
と
な
り
、
選
択
に
よ
っ
て
加

入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
農
業
共
済
新
聞
」
を

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　
営
農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報

を
提
供
す
る
週
刊
紙
で
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
や
農
政
の

ニ
ュ
ー
ス
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

す
る
ほ
か
、
最
新
営
農
技
術
や
全

国
各
地
の
生
産
者
の
創
意
工
夫
な

ど
を
紹
介
。﹁
岩
手
版
﹂
で
は
県
内

の
生
産
者
の
活
動
な
ど
身
近
な
話

題
が
満
載
で
す
。

□
発
　
行
　
週
１
回
（
水
曜
日
）

□
購
読
料
　
月
額
4
2
0
円

詳
細
に
つ
い
て
は
、お
近
く
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

NOSAIか ら の お 知 ら せ

?農機具共済：「付保割合条件付実損てん補特約」により、
○○農機具が加入できるようになります。
○○にあてはまる文字は何でしょうか？
漢字二文字でお答えください。（ヒント：14 ページ参照）

　遠野市の伝統的な雛菓子「雛まんじゅう」
作りに挑戦した璃玖くん、快都くん、柚月
ちゃん、文乃ちゃん。初めてということも
ありお兄ちゃんたちが妹たちを助けなが
ら作っていました。活発な４人は農作業
が大好きで、田植えや稲刈りの手伝いを
積極的にするそうです。現在、男の子２人
は、野球のスポーツ少年団に入団し練習の
日々で、試合を家族で応援するのが楽し
みにとなっています。ご両親は「優しく気
遣いのできる人に育ってほしい」と願い、
４人の成長を楽しみにしています。

似田貝璃
り

玖
く

くん（9歳・中） 快
かい

都
と

くん（7歳・右）

　　柚
ゆ

月
づき

ちゃん（4歳・左） 文
ふみ

乃
の

ちゃん（2歳・中）

●応募方法
ハガキに必要事項をご記入の上、ご応募ください。正解者の中から抽選で10
名に図書カードをプレゼントします。当選者は次号で発表します。
●応募締切　平成２８年4月15日（当日消印有効）
●応 募 先　〒020-0857　盛岡市北飯岡一丁目10-50
　　　　　　  NOSAIいわて「クイズ」係
●記　　入
①答え　②郵便番号・住所　③氏名　④年齢　⑤電話番号
⑥NOSAIや広報紙への意見・感想・質問などご自由にお書きください。(氏名
を省略し本紙に掲載させていただく場合がございます)
※応募によって得られた個人情報は、賞品の発送と広報紙作成の参考意見とする以外
の目的に利用しません。

【１月号の答え】 ②5㌃ でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

【１月号の当選者】 佐々木仲二さん（紫波町）、細川栄子さん（矢巾町）、八
重樫長子さん（北上市）、長谷川カツ子さん（奥州市）、小山房子さん（一関
市）、佐々木美子さん（遠野市）、佐々木芳照さん（大船渡市）、中嶋倫利さん

（山田町）、工藤美帆さん（二戸市）、畠山鉄雄さん（久慈市）

問 題 Q u e s t i o n
N IS イO クA ズ

遠野市土淵町　似田貝俊紀（としき）さん、瞳（ひと
み）さんのお子さん

り く かい と

今
月
の
表
紙
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大根 厚さ1.5cmの輪切り4枚

長ネギ 
5cm

生シイタケ 大1枚

豚ひき肉 
140g

海苔 
1枚

オイスターソース・しょうゆ 各小さじ1

塩・こしょう 各少々

片栗粉 
適量

ごま油 大さじ1

材料 ( ２人分 )

生でも、火を通しても重宝する大根。レンジで加
熱することでビタミン C も残ります。食物繊維も
豊富ですから、胃腸の調子も整います。

大根

大
根
ス
テ
ー
キ

大
根
を
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
に

シニア野菜ソムリエ

小原　薫
（おはら　かおる）

盛岡市生まれ。ＩＢＣラ
ジオ「野菜の気持ち」
のパーソナリティーを

務め、各地で料理指導やレストランのレシ
ピ開発、食に関する講演会も行う。農業共
済新聞「岩手版」でレシピ連載中。

❶
大
根
は
皮
を
む
き
、
両
面
に
十
字
に
切
り
込
み
を

入
れ
ラ
ッ
プ
で
包
み
、レ
ン
ジ
で
3
分
加
熱
す
る
。

❷
長
ネ
ギ
、
生
シ
イ
タ
ケ
は
み
じ
ん
切
り
に
し
、
豚
ひ

き
肉
に
加
え
る
。
オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
、し
ょ
う
ゆ
、塩
、

こ
し
ょ
う
を
入
れ
て
よ
く
練
り
、
4
つ
に
分
け
る
。
①

の
片
面
に
片
栗
粉
を
ま
ぶ
し
て
、く
っ
つ
け
る
よ
う
に

の
せ
る
。

❸
海
苔
は
4
つ
に
分
け
て
肉
の
面
に
か
ぶ
せ
、ご
ま
油

を
ひ
い
た
フ
ラ
イ
パ
ン
で
大
根
の
面
か
ら
焼
く
。
焦
げ

色
が
つ
い
た
ら
ひ
っ
く
り
返
し
、
水
大
さ
じ
1
を
入
れ

蓋
を
し
、
弱
火
で
1
分
蒸
ら
す
。

※
写
真
は
水
菜
・
か
ら
し
を
添
え
ま
し
た
。

 

　
レ
ン
ジ
で
大
根
を
加
熱
し
て
い
る
間
に
、ひ
き
肉
の

タ
ネ
が
で
き
ま
す
。
海
苔
を
使
う
こ
と
で
肉
が
外
れ

て
し
ま
う
の
を
防
ぎ
、
海
苔
の
う
ま
味
も
プ
ラ
ス
で
き

ま
す
。
ひ
き
肉
に
し
っ
か
り
と
味
を
つ
け
る
こ
と
で
、

大
根
の
や
さ
し
い
甘
さ
が
引
き
立
ち
ま
す
。

作
り
方

ひ
と
手
間
ポ
イ
ン
ト

〒020–0053 盛岡市上太田細田28–8
TEL：019–659–3905

●盛岡・紫波支所
〒028–3605 矢巾町大字間野々3–160
TEL：019–697–3109

●北岩手支所
〒028–4125 盛岡市玉山区好摩字上山3–38
TEL：019–682–2661

盛岡地域センター

〒025–0025 花巻市下根子821
フリーダイヤル 0120-28-5201

●西和賀出張所
〒029–5503 西和賀町清水ヶ野18–203
TEL：0197–84–2133

中部地域センター

〒029–0132 一関市滝沢字矢ノ目沢65–60
TEL：0191–23–3072

磐井地域センター

〒028–6506 九戸村大字山屋2–25–1
TEL：0195–41–1101

北部地域センター

〒020–0857 盛岡市北飯岡一丁目10–50
TEL：019-601-7491

本所

〒023–0023 奥州市水沢区字八反町52-1
TEL：0197–25–6631

胆江地域センター
〒027–0203 宮古市津軽石13–488–1
TEL：0193–67–2231

●下閉伊北部出張所
〒027–0501 岩泉町岩泉字天間17–1
TEL：0194–22–2643

宮古地域センター

〒028–0542 遠野市早瀬町2–4–13
TEL：0198–62–2556

●気仙支所
〒022–0006 大船渡市立根町字岩脇1–3
TEL：0192–27–5521

●釜石出張所
〒026–0301 釜石市鵜住居町10–30–1

（旧釜石北高校跡地仮設事務所）
TEL：090–4634–5557

東南部地域センター

発
行

　
岩

手
県

農
業

共
済

組
合

　
発

行
日

　
平

成
28

年
3

月
15

日
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
  http://w

w
w

.nosai-iw
ate.net
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